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副
議
長
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
令
和
8
年
3
月
美
浜
町
定
例
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

美
浜
町
議
会
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
竹
仲
良
廣
で
ご

ざ
い
ま
す
。
身
に
余
る
光
栄
と
同
時
に
、
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
議
長
と
し
て
全
力
を
傾
け
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
3
月
8
日
投
票
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
30

代
、
40
代
、
50
代
、
60
代
、
70
代
の
幅
広
い
世
代
か
ら
議
員
が
当
選

さ
れ
、
さ
ら
に
女
性
議
員
も
3
名
と
な
り
、
美
浜
町
で
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
議
員
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
物
価
高

騰
の
経
済
へ
の
影
響
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
や
防
災
対
策
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
、
各
種
の

施
策
を
着
実
に
議
論
し
、
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
庄
〜
高
島
間
道
路
整
備
、
原
子
力
発
電
所
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵

施
設
や
リ
プ
レ
ー
ス
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
美
浜
町
特
有
の
課
題

も
抱
え
て
お
り
ま
す
。

美
浜
町
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
各
世
代
の
町
民

の
代
表
が
多
種
多
様
の
ご
意
見
が
出
さ
れ
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
の

発
言
に
よ
り
新
た
な
方
向
性
が
生
ま
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
行
政
と
多
く
の
建
設
的
な
議
論
を
重
ね
、
活
性
化
さ
れ
る
議
会

と
な
り
、
英
知
を
結
集
し
て
美
浜
町
の
課
題
解
決
に
向
け
議
員
各
位

と
共
に
頑
張
る
こ
と
を
お
約
束
し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
藤
田
憲
弘
で
ご
ざ
い

ま
す
。
大
変
重
い
責
任
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
美
浜
町
議
会
の
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。
副
議
長
と
し
て
、
議
長
を
補
佐
し
、
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営

を
支
え
る
と
と
も
に
、
議
会
が
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
受
け
止
め
、
町
政
へ
反
映
さ
せ

る
重
要
な
機
関
で
あ
り
、
行
政
に
対
す
る
監
視
と
政
策
提
言
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
副
議
長
と
し
て
も
、
議
長
を
支
え
な
が
ら
、
議

会
全
体
の
機
能
が
よ
り
高
ま
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る

議
会
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
議
会
は
町
民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
存
在
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
議
会
活
動
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
対
話
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
町
民
の
思
い
を
丁
寧
に
汲
み
取
る
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
や
防
災
、
地
域
活
性
化
な
ど
、
町
が
抱
え
る
課
題
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

「
開
か
れ
た
町
議
会
」
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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議　長 竹 仲 � 良 廣 （就任）�令和8年3月16日

副議長 藤 田 � 憲 弘 （就任）�令和8年3月16日
（令和8年3月16日現在）

議議
席席
番番
号号
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嶺
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広
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行
政
組
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嶺
南
広
域
行
政
組
合

公
立
小
浜
病
院
組
合

公
立
小
浜
病
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組
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井
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期
高
齢
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井
県
後
期
高
齢
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療
広
域
連
合

医
療
広
域
連
合

7人7人 6人6人 13人13人 6人6人 13人13人 7人7人 6人6人 6人6人 4人4人 2人2人 3人3人 1人1人

11 足立　美希足立　美希 新庄新庄 ● ● ● ● ○ ●

22 福田　新八福田　新八 郷市郷市 ● ● ● ○ ● ●

33 松下　哲也松下　哲也 久々子久々子 ● ● ● ○ ● ●

44 川畑　恵美川畑　恵美 興道寺興道寺 ● ● ● ◎ ●

55 田辺　文宏田辺　文宏 興道寺興道寺 ● ● ● ● ◎

66 上村　康郎上村　康郎 河原市河原市 ○ ● ○ ● ● ● ○

77 藤田　憲弘藤田　憲弘 佐田佐田 ● ◎ ● ● ◎ ◎

88 町野　久幸町野　久幸 佐田佐田 ○ ● ● ● ● ●

99 幸𠀋　佑馬幸𠀋　佑馬 丹生丹生 ◎ ○ ● ● ● ●

1010 兼田　和雄兼田　和雄 佐柿佐柿 ● ● ◎ ● ● ◎

1111 中牟田　春子中牟田　春子 大藪大藪 ● ● ● ●

1212 梅津　隆久梅津　隆久 菅浜菅浜 ◎ ● ◎ ●

1313 﨑元　良栄﨑元　良栄 南市南市 ● ● ● ●

1414 竹仲　良廣竹仲　良廣 南市南市 ◎ ● ●

第 19 期第 19 期    美浜町議会構成表美浜町議会構成表

※常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会 ◎・・・委員長 ○・・・副委員長 ●・・・委員
※敦賀美方消防組合議会 ◎・・・代表者  ●・・・委員
※美浜・三方環境衛生組合 ◎・・・同組合議長  ●・・・委員
※公立小浜病院組合 ◎・・・常任委員 〇・・・監査委員 ●・・・委員
※嶺南広域行政組合　　　　　・・・同組合副議長 ◎・・・代表者  ●・・・委員●

◆第19期議員任期：令和8年3月15日～令和12年3月14日
◆常任委員会委員 及び 議会運営委員会委員 選任……令和8年3月16日
◆特別委員会委員  選任……令和8年3月16日
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▶道路維持事業� 1億238万1千円
▶町道川東42号線道路改良事業� 2572万9千円
▶デイサービスセンター改修事業� 960万円
▶美浜斎苑（火葬場）整備事業� 4175万4千円
▶勤労者生活安定資金貸付金� 2000万円
▶有害鳥獣対策事業� 2359万9千円

美浜斎苑　待合室美浜斎苑　待合室

イベントクルーズイベントクルーズ 光の波プロジェクトin水晶浜光の波プロジェクトin水晶浜

▶インバウンド推進事業� 665万9千円
▶レイクセンター運営事業� 6750万8千円
▶若狭みはま魅力発信事業� 3480万3千円
▶若狭みはま魅力アップ事業�2166万6千円
▶観光おもてなし推進事業� 482万8千円

観光美浜発信！！

▶まちづくり基金積立金� 4億5685万9千円
▶ふるさと応援基金積立金� 1億6100万8千円
▶にぎわい創出基金積立金� 9519万円
▶若者定住化対策基金積立金� 80万2千円
▶未来志向の人づくり応援基金積立金�113万円
▶わかさ美浜町森づくり推進事業
　��森林環境譲与基金積立金� 1406万2千円
▶災害に強いまちづくり基金積立金
　��避難施設等強靱化事業補助金� 106万7千円

令和令和77年度年度33月補正予算月補正予算1313億億23112311万万55千円千円

▶除雪作業業務委託料
� 4700万円
▶中山間地域総合整備事業
� 805万円

▶路線バス運行維持事業
� 2133万6千円
▶地域防災緊急整備事業
� 1537万8千円

▶廃棄物処理広域化事業負担金　8億5631万1千円
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令和8年令和8年 当初予算当初予算一般会計一般会計

8888億億597597万万88千円千円

• 年間利用者の増加　実証運行前のコミュニティバス8505人→令和7年度18564人（見込み）
•「チョイソコみはま」会員登録者の増加　令和5年6月（実証運行開始月）322人→令和7年12月1125人
• 評価ポイント…免許返納を早められた／自宅前まで来てくれて便利／自分の時間に会った利用ができる

令和8年度歳入予算の内、町税は40億8849万3千円で全体の46.4％を令和8年度歳入予算の内、町税は40億8849万3千円で全体の46.4％を
占めています。地方交付税については普通交付税が令和7年度に続き不占めています。地方交付税については普通交付税が令和7年度に続き不
交付となる見込みのため特別交付税で3000万円を見込んでいます。交付となる見込みのため特別交付税で3000万円を見込んでいます。

（単位：千円）（単位：千円）
一般会計 8,805,978

特
別
会
計

診療所事業特別会計 130,721

国民健康保険事業特別会計 1,107,150

後期高齢者医療事業特別会計 198,683
介護保険事業特別会計（介護保険事業勘定） 1,131,981
介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定） 9,630
産業団地事業特別会計 2,322
住宅団地事業特別会計 8,511

特別会計　小計 2,588,998

合　計 11,394,976

「チョイソコみはま」「チョイソコみはま」本格運用本格運用（4月より）
▶公共交通運行事業 6770万5千円
　デマンド交通「美浜ブルーライン」運行（福鉄バス菅浜線代替交通）

実証
運行の
結果

▶こどものあそび場づくり事業
� 3億8318万4千円

美浜町健康福祉センター「はあとぴあ」に屋内遊び場を新た
に整備し、町産材の木材を利用し、多世代が共同で利用でき
る交流の場を作ります。

▶ふるさと美浜元気フォーラム推進事業
727万1千円

平成30年から美浜町内の小学3年生から6年生までの子ども
達は「地域愛」を深める学習の実践として、地域に出向き町
の良さを探求して問題解決のアイデアを発信しています。▶みはまシナプスプロジェクト事業

5828万9千円

「はあとぴあ」こどもあそび場イメージ図「はあとぴあ」こどもあそび場イメージ図

▶消防施設整備事業 1015万8千円
　　内訳　・消防器具置場新築工事補助 910万8千円
　　　　　・消防団員待機施設空調設備設置費補助 105万円

▶一般経費 41万6千円
　　ドローンを活用した運用の検証

　　・災害発生時の初動対応や復旧活動
　　　・平時（イベント等）の中継映像撮影

▶総合運動公園施設改修設計業務 2344万3千円
　　〈令和8年度予定〉� 総合体育館空調設備更新工事実施設計業務
� 総合体育館アリーナ以外LED照明器具更新工事実施設計業務
� 総合体育館アリーナ遮光フィルム設置工事実施設計業務

町民の生活を守る
予算の使われ方チェック
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令和8年第1回美浜町議会臨時会期間：令和8年2月6日～2月17日

令和8年第2回美浜町議会定例会期間：令和8年3月16日～3月27日

議案番号 件　　　　　　　　　名 委員会付託 議決結果

議案第 1 号
専決処分の承認を求めることについて（令和７年度美浜町一般会計補正予算(第５号))
衆議院の解散に伴い、衆議院議員総選挙の執行経費1103万2千円を増額し、歳入歳出予算総額を119
億9659万1千円とする専決処分の承認。

予算決算

可決

議案第 2 号 令和８年度美浜町一般会計予算
歳入歳出予算総額を88億597万8千円と定める。 可決

議案第 3 号 令和８年度美浜町診療所事業特別会計予算
歳入歳出予算総額を1億3072万1千円と定める。 可決

議案第 4 号 令和８年度美浜町国民健康保険事業特別会計予算
歳入歳出予算総額を11億715万円と定める。 可決

議案第 5 号 令和８年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計予算
歳入歳出予算総額を1億9868万3千円と定める。 可決

議案第 6 号 令和８年度美浜町介護保険事業特別会計予算
歳入歳出予算総額を11億4161万1千円と定める。 可決

議案第 7 号 令和８年度美浜町産業団地事業特別会計予算
歳入歳出予算総額を232万2千円と定める。 可決

議案第 8 号 令和８年度美浜町住宅団地事業特別会計予算
歳入歳出予算総額を851万1千円と定める。 可決

議案第 9 号 令和８年度美浜町上水道事業会計予算
予算総額を11億617万円と定める。 可決

議案第10号 令和８年度美浜町下水道事業会計予算
予算総額を10億1032万5千円と定める 可決

議案第11号 美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
医療保険分の資産割の廃止等に伴う、国民健康保険税の税率改正。 ー 可決

議案第12号 美浜町こどものあそび場整備事業屋内あそび場遊具等設計・整備工事請負変更契約について
きいぱすで計画している遊び場の変更や遊具の追加等に伴う、工事請負変更契約。 ー 可決

議案第13号 財産の取得について
耳地区に新たな分譲住宅地を整備するための土地の購入。 ー 可決

議案第14号 第六次美浜町総合振興計画基本構想及び基本計画の策定について
17年度までの今後10年間の町の将来像やまちづくりの方向性を示す第六次美浜町総合振興計画の策定。 ー 可決

※略称　�＜予算決算＞…予算決算常任委員会

議案番号 件　　　　　　　　　名 委員会付託 議決結果

議案第15号
美浜町こどものあそび場整備事業美浜町エネルギー環境教育体験館体育館等改修工事（建築工事）請負
契約について
きいぱすに屋内あそび場を整備するにあたり、体育館等を改修する工事請負契約。

ー 可決

議案第16号 令和７年度美浜町一般会計補正予算（第６号）
13億2311万5千円増額し、歳入歳出予算総額を133億1970万6千円とする。

予算決算

可決

議案第17号 令和７年度美浜町診療所事業特別会計補正予算（第３号）
765万7千円減額し、歳入歳出予算総額を1億1580万円とする。 可決

議案第18号 令和７年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）
511万9千円減額し、歳入歳出予算総額を11臆9310万7千円とする。 可決

議案第19号 令和７年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算（第１号）
3億4207万9千円増額し、歳入歳出予算総額を3億4444万4千円とする。 可決

議案第20号 令和７年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算（第３号）
770万3千円減額し、予算総額を1億9748万1千円とする。 可決

議案第21号 令和７年度美浜町上水道事業会計補正予算（第３号）
174万4千円増額し、予算総額を9億1849万1千円とする。 可決

議案第22号 令和７年度美浜町下水道事業会計補正予算（第３号）
1961万4千円減額し、予算総額を13億4378万9千円とする。 可決

議案第23号 美浜町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人事院勧告を踏まえた美浜町一般職の給与等に関する関係規定の改正。

総務文教
可決

議案第24号 美浜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人事院勧告を踏まえた美浜町会計年度任用職員の給与等に関する関係規定の改正。 可決

第1回美浜町議会臨時会第1回美浜町議会臨時会
第2回美浜町議会定例会第2回美浜町議会定例会令和8年令和8年  議案議案
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賛否が分かれた議案（第18期 議会）

議席順に掲載（〇賛成・×反対・―欠席・□退席）し、反対または退席等があった議案だけ載せています。
※議長（川畑忠之）は採決に加わりません。
議案番号 幸𠀋 兼田 中牟田 上道 髙橋 梅津 河本 辻󠄀井 松下 﨑元 山口 藤本 竹仲
議案第2号 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 × 〇 〇 - 〇
議案第14号 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇

討
論
概
要

議
案
第
２
号
議
案

令
和
８
年
度
美
浜
町
一
般
会
計
予
算

●
反
対
討
論

こ
れ
ま
で
反
対
し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
教
育
体
験
館
「
き
い
ぱ
す
」
の
運
営

事
業
、
健
康
楽
膳
拠
点
施
設
「
こ
る
ぱ
」

の
運
営
事
業
、
美
浜
町
ス
マ
ー
ト
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
魅
力
創
造
拠
点
化
事
業
「
道

の
駅
に
関
係
す
る
事
業
」
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

に
関
し
て
は
、
町
営
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
施
設
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
、
施
設

運
営
の
経
費
を
賄
う
構
成
に
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
様
々
な
事
業
項
目
で
公
的
資
金
を

使
っ
て
、
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の
施
設
運
営

や
P
R
を
行
っ
て
い
る
状
態
で
は
、
公

的
資
金
の
投
入
が
な
け
れ
ば
民
間
の
運
営

で
は
赤
字
に
な
る
。
そ
も
そ
も
典
型
的
な

箱
物
と
な
り
、
税
金
の
無
駄
遣
い
だ
と
反

対
し
て
き
ま
し
た
が
、
町
民
に
損
害
を
与

え
、さ
ら
に
税
金
を
食
い
つ
ぶ
す
よ
う
な
、

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
は
不
要
で
あ
る
。

今
後
、
公
的
資
金
の
投
入
を
行
わ
な
く

て
は
、
黒
字
化
で
き
る
よ
う
な
見
通
し
も

な
く
、
民
間
企
業
の
参
入
も
望
め
な
い
。

町
民
の
血
税
を
無
駄
に
浪
費
す
る
箱
物

は
、
今
す
ぐ
や
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
の

で
、本
議
案
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

�

（
河
本
議
員
）

議案番号 件　　　　　　　　　名 委員会付託 議決結果

議案第25号 情報通信技術の効果的な活用のための規制の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
書面掲示などを主とした諸規制の見直しに係る関係規定の改正。

総務文教

可決

議案第26号 美浜町犯罪被害者等支援条例の制定について
犯罪被害者等基本法に基づき、町民が安心して暮らすことができる地域社会実現のための条例を定める。 可決

議案第27号 未来志向の人づくり応援基金条例の制定について
次世代の人材育成に必要な資金を積み立てるための条例を定める。 可決

議案第28号
美浜町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律の施行に伴う本町における職員配置や、町の認定基準を
定める。 産業厚生

可決

議案第29号 美浜町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
子ども・子育て支援法の規定に基づき、本町における運営の適格性を確認するために必要な基準を定める 可決

議案第30号 田中健記念ふるさと美浜「未来の懸け橋」基金条例を廃止する条例の制定について
田中健記念ふるさと美浜「未来の懸け橋」基金の処分に伴う関係条例の廃止。 総務文教 可決

議案第31号 財産の処分について
田中紙管㈱が若狭美浜インター産業団地に進出することに伴う土地売買契約。

産業厚生
可決

議案第32号 美浜町デイサービスセンターの指定管理者の指定について
指定管理者に「美浜町社会福祉協議会」を指定。 可決

同意第 1 号 副町長の選任につき同意を求めることについて
山田将之氏を選任する。 ー 可決

同意第 2 号 美浜町監査委員の選任につき同意を求めることについて
中島正人氏を選任する。 ー 可決

同意第 3 号 美浜町監査委員の選任につき同意を求めることについて
兼田和雄氏を選任する。 ー 可決

同意第 4 号 美浜町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
鳥羽学氏を選任する。 ー 可決

諮問第 1 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
川崎宏和氏を推薦する。 ー 可決

諮問第 2 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
濵野利彦氏を推薦する。 ー 可決

発議第 1 号 原子力発電所特別委員会の設置について
原子力発電所の安全性の確保、その他原子力に関する諸施策について調査研究を行うために設置する。 ー 可決

発議第 2 号 議会広報特別委員会の設置について
議会広報誌の作成及び議会広報活動に関する調査・研究を行うために設置する。 ー 可決

発議第 3 号 美浜・高島広域避難・連携道路早期実現特別委員会の設置について
美浜・高島避難・連携道路の早期整備実現のための活動をはじめ、その他調査研究を行うために設置する。 ー 可決

※略称　�＜予算決算＞…予算決算常任委員会　＜総務文教＞…総務文教常任委員会　＜産業厚生＞…産業厚生常任委員会　
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議
案
第
16
号

令
和
7
年
度
美
浜
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
6
号
）

問
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
使
用
料

3
0
0
0
万
円
減
額
の
原
因
は
何
か
。

回答回答

当
初
は
、
国
が
令
和
7
年
度
末
ま
で
に

シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
等
の
問
題
が
多
発
し
、

標
準
化
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
使
用
料
を
減
額
す
る
。

問
敬
老
会
を
開
催
し
た
団
体
数
と
記
念
品

を
配
布
し
た
団
体
数
の
実
績
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

回答回答

敬
老
会
の
開
催
が
20
団
体
、
記
念
品
の

配
布
が
9
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

問
廃
棄
物
処
理
広
域
化
事
業
8
億

5
6
3
1
万
1
千
円
は
、
当
初
予
算

か
ら
の
増
額
補
正
な
の
か
。

常
任
委
員
会
の
動
き

3
月
定
例
会
で
は
︑
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
は
議
案
7
件
︑
総
務
文
教
常
任
委
員
会

に
議
案
6
件
︑
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
4
件
︑
計
17
議
案
が
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
詳
細
を
審
査
し
︑
委
員
会
採
択
を
行
い
ま
し
た
︒
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
と
答
弁
を
記
載
し
ま
し
た
︒

問
会
計
年
度
任
用
職
員
は
単
年
度
の
雇
用

で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
る

と
体
力
的
に
辛
く
な
る
と
思
う
が
、
定
年
制
度

の
よ
う
に
一
定
の
年
齢
で
任
用
し
な
い
考
え
は

あ
る
の
か
。

回答回答

年
齢
の
制
限
は
設
け
て
い
な
い
が
、
職

種
に
よ
っ
て
は
体
力
的
に
も
技
術
面
で

も
難
し
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
応
募
者
と
の
面

接
等
を
通
じ
て
任
用
を
考
え
た
い
。

議
案
第
27
号

未
来
志
向
の
人
づ
く
り
応
援
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
財
源
は
寄
付
金
や
そ
の
他
の
収
入
に
よ

る
と
し
て
い
る
が
、
目
標
額
は
い
く
ら

な
の
か
。

回答回答

基
金
は
、
寄
付
者
と
と
も
に
事
業
を
作

り
上
げ
る
共
創
型
の
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
募
集
し
た
寄
付

金
を
積
む
も
の
で
あ
り
、
未
来
志
向
の
人
づ
く

り
と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
放
課
後
教
室
サ

ン
や
学
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
k
a
i
の
運
営
を

見
据
え
2
0
0
0
万
円
を
目
標
と
し
て
い
る
。

そ
の
目
標
を
踏
ま
え
、
今
後
周
知
等
に
力
を
入

れ
る
考
え
で
あ
る
。

議
案
第
28
号

美
浜
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
乳
児
と
特
定
乳
児
の
違
い
、
ま
た
保
育

の
職
員
を
増
や
さ
ず
に
実
施
す
る
に
あ

回答回答

新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
用
の
総
額

を
工
事
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
年
度

ご
と
に
負
担
金
が
確
定
し
た
時
点
で
予
算
計
上

し
て
い
る
。

議
案
第
19
号

令
和
7
年
度
美
浜
町
産
業
団
地
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

問
企
業
か
ら
の
土
地
売
買
の
入
金
時
期
は

い
つ
に
な
る
の
か
。

回答回答

財
産
処
分
の
議
決
に
よ
り
本
契
約
と
な

る
た
め
、
そ
の
後
に
請
求
す
る
事
と
な

る
が
、
年
度
の
収
納
期
限
で
あ
る
5
月
末
ま
で

に
は
入
金
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

議
案
第
24
号

美
浜
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

た
っ
て
の
現
場
の
意
見
把
握
は
。

回答回答

乳
児
は
生
後
6
か
月
か
ら
3
歳
ま
で
を

指
し
、
特
定
乳
児
は
法
令
上
の
区
分
で

大
き
な
違
い
は
な
い
。
既
存
施
設
の
空
き
枠
を

活
用
し
現
行
体
制
で
対
応
可
能
で
あ
り
、
3
園

の
園
長
と
協
議
し
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て
い

る
。問

事
業
実
施
場
所
が
限
定
さ
れ
て
い
る
理

由
と
利
用
料
減
免
の
対
象
は
。

回答回答

0
歳
児
の
受
け
入
れ
体
制
や
職
員
配
置

を
踏
ま
え
、
せ
せ
ら
ぎ
保
育
園
と
み
ず

う
み
保
育
園
で
実
施
す
る
。
減
免
は
生
活
保
護

世
帯
や
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
想
定
し
て
い
る
。

議
案
第
29
号

美
浜
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

問
正
当
な
理
由
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
拒

否
の
禁
止
と
は
。

回答回答

利
用
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
、
正
当
な

理
由
が
な
い
限
り
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
拒

否
で
き
な
い
規
定
で
あ
る
。

議
案
第
31
号

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

問
企
業
誘
致
に
伴
う
補
助
金
や
町
内
事
業

者
の
活
用
、
雇
用
の
見
込
み
は
。

回答回答

補
助
は
上
限
2
億
円
の
見
込
み
。
町
内

事
業
者
の
活
用
は
協
力
要
請
を
行
っ
て

お
り
、
下
請
と
し
て
関
わ
る
事
例
が
あ
る
。
雇

用
は
年
間
4
~
5
人
程
度
を
予
定
し
て
い
る

が
、
町
内
雇
用
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

詳
細
な
内
容
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

https://w
w

w
.tow

n.fukui-m
iham

a.lg.jp/site/tow
n-council/
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あ な た の 声 を 町 政 に

問
　
子
ど
も
や
家
庭
を
め
ぐ

る
問
題
が
複
雑
化
・
多
様

化
し
つ
つ
あ
る
中
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
を
図
る
こ

と
の
必
要
性
や
、
ま
た
、
子
育
て

と
就
業
の
両
立
が
難
し
い
ひ
と
り

親
家
庭
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

児
童
虐
待
防
止
の
強
化
を
掲

げ
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
要
支

援
家
庭
へ
の
支
援
強
化
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
現
時
点
で
の
課
題
と

連
携
体
制
の
具
体
的
な
強
化
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

町長
　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
健
や
か
に
成
長
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、

ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
安
定
と
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
と
理
解
し
て

お
り
、
大
切
な
視
点
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
認
識

の
下
、
教
育
環
境
の
充
実
や
き
め

細
や
か
な
子
育
て
支
援
、
こ
ど
も

た
ち
の
人
権
や
安
全
に
配
慮
し
た

地
域
社
会
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な

観
点
か
ら
必
要
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
行
政
と
地
域
が
力
を
合

わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、

健
や
か
に
育
ん
で
い
く
社
会
環
境

を
整
え
て
い
く
こ
と
は
、
思
い
や

り
の
心
溢
れ
る
町
づ
く
り
基
盤
の

醸
成
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

こども
未来課長

　
児
童
虐
待
防
止
や
要
支

援
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
で
は
こ
れ

ま
で
か
ら
、
地
域
の
福
祉
関
係
機

関
や
小
中
学
校
、
保
育
園
と
密
接

に
連
携
し
、
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
を
中
心
と
し
た
情
報
共

有
体
制
の
構
築
、
定
期
的
な
連
絡

会
議
の
開
催
、
家
庭
児
童
相
談
員

に
よ
る
相
談
支
援
の
充
実
な
ど
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

中
なか

牟
む

田
た

  春
は る

子
こ

議員

❶
子
ど
も
が
安
心
し
て
︑

生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て

答
関
係
機
関
と
の
連
携
や
専

門
職
員
の
配
置
、研
修
体

制
の
充
実
な
ど
に
よ
り
支

援
の
質
の
向
上
に
努
め
る
。

質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。

ま
た
、
町
で
は
、
困
窮
世
帯

を
含
む
幅
広
い
相
談
に
対
応
す

る
「
福
祉
総
合
相
談
室
」
を
健
康

福
祉
課
内
に
設
置
し
、
福
祉
的
な

支
援
窓
口
と
し
て
相
談
体
制
を
充

実
さ
せ
、
家
庭
に
寄
り
添
っ
た

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
関
係
機
関
か
ら
の
相

談
数
の
増
加
や
、
精
神
疾
患
を
抱

え
る
妊
産
婦
の
増
加
な
ど
か
ら
、

虐
待
リ
ス
ク
の
高
い
家
庭
や
支
援

を
必
要
と
す
る
家
庭
が
潜
在
的
に

存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
対
応

の
た
め
の
人
員
確
保
に
つ
い
て
が

課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
課

題
解
消
の
た
め
、
令
和
7
年
度
に

は
、「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
こ
ど
も
未
来
課
内
に
設
置
し
、

妊
娠
期
か
ら
支
援
を
開
始
、
母
子

保
健
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

で
早
期
介
入
を
可
能
と
し
ま
し

た
。今

後
も
、
関
係
機
関
と
の
連
携

や
専
門
職
員
の
配
置
、
研
修
体
制

の
充
実
な
ど
に
よ
り
支
援
の
質
の

向
上
に
努
め
、
子
育
て
家
庭
そ
れ

ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
対

応
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
ひ
と
り
親
家
庭
や
、
家

庭
ご
と
の
経
済
状
況
の
違

い
は
、
子
ど
も
の
学
習
環
境
に
も

影
響
が
及
び
や
す
く
、
学
習
支
援

や
習
い
事
の
機
会
が
十
分
に
確
保

で
き
な
い
な
ど
、
子
ど
も
に
と
っ

て
必
要
な
学
び
に
つ
な
が
り
に
く

い
状
況
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
や
、

将
来
の
選
択
肢
が
家
庭
の
環
境
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

は
、
見
過
ご
し
で
き
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

全
て
の
子
ど
も
が
、
安
心
し
て

学
べ
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

の
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
内
容

と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

こども
未来課長

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
家
庭

の
経
済
状
況
に
よ
る
学
習

機
会
の
格
差
は
、
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
お
り
、町
で
は
、

全
て
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
学
べ

る
環
境
を
充
実
す
る
た
め
、
経
済

的
支
援
や
学
習
支
援
な
ど
多
角
的

な
観
点
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
経
済
的
支
援

と
し
て
、
就
学
援
助
を
活
用
し
た

学
校
給
食
費
や
学
用
品
費
の
支
援

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

ほ
か
、
今
年
度
か
ら
「
ひ
と
り
親

家
庭
等
大
学
等
受
験
料
及
び
模
試

受
験
料
支
援
事
業
」
を
開
始
し
、

家
庭
の
事
情
で
進
学
の
夢
を
諦
め

な
い
た
め
の
支
援
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
学
習
支
援
で
は
、

町
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

小
学
4
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
を

対
象
に
し
た
「
ひ
と
り
親
家
庭
等

こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業
」

の
一
環
と
し
て
学
習
塾
費
の
一
部

を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
対
象
児
童
の
半
数
が
学

習
塾
を
利
用
す
る
な
ど
、
全
て
の

こ
ど
も
が
学
び
に
向
き
合
え
る
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

映像はこちら

一般質問一般質問あなたの声を町政に
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一 般 質 問一 般 質 問 一般質問はMMネットの行政チャンネルで翌日の
午後8時、翌々日は午後1時から放送されています。

問
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、

地
域
の
活
力
維
持
に
は
交

流
人
口
の
拡
大
が
重
要
で
あ
る
。

観
光
な
ど
で
訪
れ
る
人
に
加
え
、

地
域
と
継
続
的
に
関
わ
る
「
関
係

人
口
」
の
視
点
も
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
美
浜
町
の
観
光
客
数
や
交

流
人
口
の
現
状
、
近
年
の
動
向
と

課
題
に
つ
い
て
町
の
認
識
を
伺
う
。

副町長
　
本
町
の
観
光
は
、
三
方

五
湖
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン

や
海
水
浴
を
中
心
に
、
平

成
2
年
に
は
年
間
約
1
8
7
万
人

の
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
が
、
そ
の

後
減
少
し
、
令
和
元
年
に
は
約
93

万
人
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀

開
業
を
見
据
え
、
観
光
振
興
を
優

先
施
策
に
位
置
づ
け
、
観
光
資
源

の
魅
力
向
上
や
創
出
、
お
も
て
な

し
の
醸
成
な
ど
、
周
遊
滞
在
型
観

光
を
柱
と
し
た
施
策
を
進
め
て
き
た
。

具
体
的
に
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ

イ
ン
山
頂
公
園
の
再
整
備
や
遊
覧

船
の
運
航
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー

ト
整
備
な
ど
を
進
め
る
と
と
も

に
、
道
の
駅
は
ま
び
よ
り
や
観
光

農
園
の
整
備
、
宿
泊
施
設
の
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
結
果
、
新
幹
線
開
業
後
は

観
光
入
込
客
数
が
約
1
4
0
万
人

と
な
り
、
一
定
の
効
果
が
現
れ
て

い
る
。
今
後
は
観
光
を
地
域
全
体

に
波
及
さ
せ
、
地
域
再
生
の
エ
ン

ジ
ン
と
し
て
い
く
。

観光誘客
課長

　
町
で
は
主
要
観
光
施
設

や
イ
ベ
ン
ト
の
来
訪
者
数

を
把
握
し
、
観
光
ア
ン

ケ
ー
ト
や
デ
ー
タ
分
析
を
活
用
し

て
観
光
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
。

近
年
は
観
光
入
込
客
数
が
回
復

し
、
新
幹
線
開
業
の
効
果
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
も
欧
米
圏
の
割
合
が
増
加
す

る
な
ど
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
関
東
圏
で
の
認
知
度

が
低
い
こ
と
、
二
次
交
通
の
不

足
、
観
光
エ
リ
ア
ご
と
の
人
流
の

偏
り
、
宿
泊
・
飲
食
や
土
産
物
の

不
足
に
よ
る
消
費
機
会
の
損
失
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。

町
まち

野
の

  久
ひさ　ゆき

幸  議員

交
流
人
口
の
拡
大
と

「
行
っ
て
み
た
い
町
」

づ
く
り

答�

周
遊
滞
在
型
観
光
と
関
係

人
口
創
出
を
推
進

今
後
は
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に

向
け
、
観
光
資
源
の
P
R
や
交

通
対
策
、
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の

充
実
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、

来
訪
者
と
の
継
続
的
な
関
係
づ
く

り
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
進

め
、
周
遊
滞
在
型
観
光
と
関
係
人

口
の
創
出
を
図
る
。

問
　
観
光
資
源
や
地
域
資
源

を
活
か
し
た
観
光
振
興
や

交
流
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
と
そ
の
成

果
、
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

観光誘客
課長

　
三
方
五
湖
の
魅
力
を
多

角
的
に
体
感
で
き
る
よ
う
、

天
空
の
テ
ラ
ス
や
遊
覧
船
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
整
備
を
進

め
て
き
た
。
ま
た
、
道
の
駅
や
観

光
農
園
の
整
備
、歴
史
文
化
資
源

や
食
の
活
用
な
ど
に
よ
り
魅
力
の

創
出
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

さ
ら
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客

に
向
け
た
営
業
活
動
や
情
報
発
信

も
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

観
光
入
込
客
数
は
目
標
を
前
倒
し

で
達
成
し
た
。
今
後
は
第
2
次
観

光
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
体
験
型

コ
ン
テ
ン
ツ
「
町
旅
」
を
推
進
し
、

周
遊
と
滞
在
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め

る
関
係
人
口
の
創
出
に
も
つ
な
げ

て
い
く
。

問
　
交
流
人
口
の
拡
大
に
向

け
た
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
型

事
業
、
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い

て
町
の
考
え
を
伺
う
。

観光誘客
課長

　
観
光
を
地
域
再
生
の
エ

ン
ジ
ン
と
位
置
づ
け
、
体

験
型
観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
、
宿
泊
・
飲
食
施
設
の
支

援
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

特
に
「
町
旅
」
に
よ
り
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
体
験
を
提
供

し
、
来
訪
者
と
の
継
続
的
な
関

係
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

関
係
人
口
の
創
出
を
図
る
。
住

民
主
体
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

地
域
全
体
で
観
光
を
支
え
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
。

問
　
S
N
S
や
動
画
な
ど

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
情

報
発
信
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

観光誘客
課長

　
現
在
、S
N
S
や
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を

行
っ
て
お
り
、効
果
測
定
を
通
じ

て
戦
略
的
な
P
R
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と

の
連
携
に
よ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

応
じ
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
町
民
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
地
域
全
体
で
魅
力
を
発
信
す

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
来
訪
者

と
の
継
続
的
な
関
係
づ
く
り
に
も

つ
な
げ
て
い
く
。

問
　
交
流
人
口
に
関
す
る
今

後
の
目
標
に
つ
い
て
伺
う
。

観光誘客
課長

　
第
2
次
観
光
振
興
計
画

で
は
、
令
和
17
年
に
観
光

入
込
客
数
約
1
5
0
万

人
、
宿
泊
数
約
6
万
人
、
観
光
消

費
額
約
1
7
8
億
円
を
目
標
と
し

て
い
る
。

単
な
る
人
数
の
増
加
で
は
な
く
、

観
光
消
費
額
の
拡
大
を
通
じ
て
地

域
経
済
を
牽
引
す
る「
稼
げ
る
地

域
」へ
の
転
換
を
目
指
し
、周
遊

滞
在
型
観
光
を
推
進
し
て
い
く
。

意見
　
交
流
人
口
の
回
復
や
観

光
施
策
の
進
展
が
見
ら
れ

る
一
方
で
、
認
知
度
向
上
や
交

通
、
受
入
体
制
な
ど
の
課
題
も
明

ら
か
と
な
っ
た
。
今
後
は
地
域
資

源
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
る

と
と
も
に
、
体
験
型
観
光
や
情
報

発
信
の
強
化
を
図
り
、
来
訪
者
と

の
継
続
的
な
関
わ
り
を
生
み
出
す

関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。「
行
っ

て
み
た
い
町
」
か
ら
「
ず
っ
と
い

た
い
町
」
へ
と
発
展
す
る
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。

映像はこちら
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質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。 あ な た の 声 を 町 政 に

問
　
嶺
南
地
域
に
は
高
度
な

急
性
期
医
療
の
病
院
が
な

い
。高
度
な
治
療
の
た
め
に
は
嶺

北
、あ
る
い
は
京
都
・
大
阪
の
大

き
な
病
院
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

苦
し
い
症
状
を
緩
和
し
た
い
。

よ
り
良
い
病
院
に
通
い
た
い
。

　
し
か
し
、そ
ん
な
簡
単
に
は
、

行
け
な
い
人
達
が
大
勢
い
る
。そ

こ
で
、関
西
電
力
の
50
億
円
の
拠

出
金
を
使
っ
て
敦
賀
病
院
、敦
賀

医
療
セ
ン
タ
ー
、レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ

病
院
を
統
合
し
て
嶺
南
東
部
の
医

療
体
制
を
高
度
な
急
性
期
医
療
ま

で
含
め
て
再
構
築
で
き
な
い
か
。

町長
　
全
国
的
に
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
が
進
ん
で

お
り
、そ
の
流
れ
を
食
い

止
め
る
の
が
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
病

気
や
怪
我
か
ら
命
を
守
り
安
心
し

て
こ
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
医
療
環

境
で
あ
る
。
昨
年
2
月
に
共
創
会

議
で
嶺
南
の
急
性
期
高
度
医
療
機

器
の
整
備
や
医
師
の
育
成
支
援
が

明
記
さ
れ
、10
月
に
検
討
会
を
立

ち
上
げ
た
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
医

療
の
枠
組
み
を
超
え
た
踏
み
込
ん

だ
議
論
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

る
。
嶺
南
東
部
と
い
わ
ず
広
い
エ

リ
ア
で
嶺
南
全
体
の
中
核
病
院
を

含
め
た
地
域
全
体
の
医
療
体
制
を

構
築
し
て
い
く
視
点
が
必
要
で
は

無
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
従
っ

て
、嶺
南
エ
リ
ア
全
体
を
見
据
え

た
視
点
で
の
施
策
の
具
体
化
に
向

け
て
注
力
す
る
所
存
で
あ
る
。

問
　
現
状
と
し
て
地
域
医
療

が
細
る
中
、限
ら
れ
た
医

療
資
源
を
効
率
的
に
活
用
す
る
手

立
て
と
し
て
、通
信
機
器
を
備
え

た
車
両
で
看
護
師
が
医
療
器
具
を

備
え
て
直
接
患
者
さ
ん
、あ
る
い

は
施
設
に
出
向
き
病
院
に
い
る
医

師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
診
察
を
行
う

「
医
療
M
a
a
S
」と
い
う
取
り

組
み
が
あ
る
が
、美
浜
町
で
は
事

業
化
は
考
え
て
い
る
の
か
。

健康福祉
課長

　
福
井
県
で
は
「
医
療

M
a
a
S
」の
令
和
9
年

以
降
の
本
格
導
入
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。
町
で
も
現
在
、

丹
生
診
療
所
で
実
施
中
の
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
活
用
等
、県
と
連
携

し
な
が
ら
導
入
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
る
。

問
　
現
在
病
院
で
は
医
師
や

看
護
師
が
不
足
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、病
棟
を
閉
鎖
し

て
い
る
病
院
も
あ
る
。行
政
も
地

域
医
療
を
担
う
人
材
の
育
成
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
。町
の
医
療
関

嶺
南
地
域
の
急
性
期

医
療
体
制
の
構
築
に

つ
い
て

係
の
人
材
育
成
に
関
す
る
奨
学
金

制
度
、奨
励
金
制
度
の
よ
う
な
も

の
は
あ
る
の
か
。

健康福祉
課長

　
本
町
で
は
今
の
と
こ
ろ

医
療
関
係
人
材
を
対
象
と

し
た
補
助
制
度
は
な
い
。

し
か
し
、県
は
関
西
電
力
の
寄
付

金
を
活
用
し
、嶺
南
地
域
に
継
続

的
に
勤
務
す
る
医
師
に
対
す
る
奨

励
金
支
給
制
度
や
、嶺
南
地
域
の

医
療
機
関
に
継
続
的
に
勤
務
す
る

看
護
職
員
に
対
し
奨
励
金
を
支
給

す
る
制
度
を
令
和
8
年
度
よ
り
実

施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
全
員
に

タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り

無
料
券
の
配
布
を

問
　
高
齢
者
の
中
に
は
家
族

の
付
き
添
い
で
通
院
し
て

い
る
方
が
大
勢
い
ま
す
。家
族
だ

か
ら
当
た
り
前
の
行
為
と
見
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
行
け
ば
半
日
、一

日
が
潰
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
多
く
が
女
性
の
方

が
担
っ
て
い
ま
す
。自
分
の
仕
事

を
休
み
、仕
事
を
辞
め
て
付
き
添

っ
て
い
る
人
達
が
た
く
さ
ん
い
る

の
が
現
状
で
す
。チ
ョ
イ
ソ
コ
な

ど
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
に
も

限
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、後

期
高
齢
者
の
方
に
限
り
タ
ク
シ
ー

の
初
乗
り
無
料
券
を
配
布
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。ド
ア
t
o
ド

ア
で
自
宅
か
ら
病
院
ま
で
通
え
ま

す
。1
人
20
枚
と
し
て
諸
雑
費
込

み
で
3
0
0
0
万
円
ほ
ど
で
す
。

美
浜
町
で
は
出
せ
な
い
予
算
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
町
内
の
経

済
は
確
実
に
廻
り
ま
す
。家
族
も

助
か
り
ま
す
。タ
ク
シ
ー
会
社
も

売
り
上
げ
の
目
途
が
立
ち
ま
す
。

買
い
物
に
利
用
す
る
と
お
店
も
潤

い
ま
す
。検
討
を
お
願
い
ま
す
。

健康福祉
課長

　
町
で
は
デ
マ
ン
ド
交
通

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」や
公
共

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア「
美
浜
ブ

ル
ー
ラ
イ
ン
」を
本
格
運
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、社
会

福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
き
た

「
お
出
か
け
ワ
ゴ
ン
」や
今
年
度

か
ら
運
用
す
る「
医
こ
っ
カ
ー
」

と
い
っ
た
共
助
の
仕
組
み
も
充
実

し
て
き
て
お
り
、多
様
な
移
動
ニ

ー
ズ
を
支
え
る
体
制
整
備
が
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
規
模
災
害
を
見
越

し
た
復
興
計
画
と
人

材
確
保

問
　
国
土
交
通
省
の
自
治
体

に
向
け
た
災
害
後
を
見
据

え
た「
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

画
」を
美
浜
町
は
策
定
し
て
い
る

の
か
。

防災技術
統括官

　
事
前
の
防
災
・
減
災
対

策
と
し
て
橋
梁
の
定
期
点

検
、補
修
等
の
強
靱
化
対

策
や
上
水
道
耐
震
化
工
事
な
ど
災

害
は
必
ず
来
る
も
の
と
し
て
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

土木建築
課長

　
計
画
策
定
は
ま
だ
行
っ

て
い
な
い
が
、事
前
準
備

は
着
手
済
み
で
、「
検
討

済
み
」「
検
討
段
階
」と
公
表
さ
れ

て
い
る
県
内
10
自
治
体
の
ひ
と
つ

に
入
っ
て
い
る
。

問
　
復
興
に
欠
か
せ
な
い
の

が
技
術
系
職
員
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、昨
今
そ
の
人
員
が

不
足
し
て
い
る
と
聞
く
が
美
浜
町

の
場
合
は
ど
う
か
。

土木建築
課長

　
現
在
美
浜
町
に
お
け
る

技
術
系
職
員
は
11
名
で
、

通
常
業
務
に
お
い
て
2
名

が
不
足
し
て
い
る
。
募
集
を
行
っ

て
い
る
が
採
用
に
至
ら
な
い
。

不
足
を
補
う
た
め
に
設
計
業
務
や

現
場
監
督
業
務
を
委
託
し
て
い

る
。
大
規
模
災
害
時
は
県
や
国
か

ら
の
派
遣
を
受
け
る
体
制
を
講
じ

て
い
る
。

意見
　
技
術
系
職
員
は
そ
の
土

地
を
よ
く
理
解
し
、実
情

に
合
っ
た
計
画
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
に
は
5
年
か
ら

10
年
の
経
験
が
必
要
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。計
画
的
な
採
用
を
実
施

し
町
の
安
全
、将
来
の
安
全
を
諮

っ
て
頂
き
た
い
。

兼
かね

田
だ

 和
かず

雄
お

  議員

映像はこちら
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一 般 質 問一 般 質 問 一般質問はMMネットの行政チャンネルで翌日の
午後8時、翌々日は午後1時から放送されています。

問
　
美
浜
町
で
は
、
令
和
8

年
4
月
よ
り
小
学
校
給
食

費
の
実
質
無
償
化
が
実
施
と
な
っ

て
お
り
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
や
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら

大
変
意
義
の
あ
る
政
策
で
す
。

一
方
で
、
中
学
校
給
食
費
に
つ
い

て
は
保
護
者
負
担
が
残
る
状
況
で

あ
る
。
国
は
、
公
立
小
学
校
に

5
2
0
0
円
を
上
限
と
し
支
援

す
る
と
決
め
て
い
る
。
小
学
校
給

食
費
が
無
償
化
さ
れ
る
な
か
、
中

学
校
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
、

今
後
の
町
の
方
向
性
や
考
え
方
に

つ
い
て
確
認
す
る
。

現
在
美
浜
町
で
は
、
物
価

高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
中

で
、
学
校
給
食
の
運
営
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
中
学
校
給
食
費

4
8
4
0
円
の
内
訳
と
現
在
の

保
護
者
負
担
の
考
え
方
に
つ
い
て

伺
う
。

教育長
　
美
浜
町
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

本
町
で
は
他
市
町
に
先
ん

じ
て
、
子
育
て
支
援
及
び
教
育
環

境
の
充
実
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

経
済
的
支
援
と
し
て
、小
中
学
校

入
学
時
に
新
入
学
生
全
員
へ
の
制

服
支
給
や
、中
学
校
卒
業
生
全
員

へ
の
祝
い
金
の
支
給
、高
校
生
の
通

学
費
助
成
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
教
育
環
境
の
充
実
と
し

て
、
学
習
支
援
員
や
生
活
支
援
員

の
細
や
か
な
配
置
、
町
独
自
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
教
育

相
談
専
門
員
の
配
置
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
「
な
な
い
ろ
」
の
運
営
、

プ
レ
ミ
ア
ム
給
食
の
提
供
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
実
施
、
校
外
学
習
や

放
課
後
教
室
な
ど
探
究
的
な
学
び

の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

教育総務
課長

　
学
校
給
食
に
つ
い
て

は
、
施
設
や
設
備
に
要
す

る
経
費
は
町
の
負
担
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
の
経
費
︵
学
校
給

食
費
︶
に
つ
い
て
は
保
護
者
の
負

担
で
あ
る
。
内
訳
は
1
食
当
た
り

2
8
0
円
を
基
準
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
場
産
品
や
デ
ザ
ー
ト

な
ど
を
取
り
入
れ
た
「
プ
レ
ミ
ア

ム
給
食
」
を
実
施
し
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
み
と
な
る
内
容
の
充
実

に
力
を
入
れ
て
い
る
た
め
、
実

質
1
人
あ
た
り
月
額
6
3
0
0

円
程
度
で
あ
る
。
そ
の
差
額

1
5
0
0
円
程
度
に
つ
い
て
町

が
負
担
し
て
い
る
。

問
　
給
食
費
に
つ
い
て
物
価

高
騰
の
影
響
が
あ
り
、

保
護
者
負
担
が
増
加
す
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
中
学
校

給
食
費
は
年
間
約
5
3
0
0
0

円
で
あ
り
、
子
育
て
世
帯
に
と
っ

て
一
定
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す

が
保
護
者
負
担
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

教育長

学
校
給
食
法
の
中
で

給
食
費
に
つ
い
て
は
保
護

者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

給
食
費
無
償
化
は
各
自
治
体
で
の

取
組
み
に
差
が
あ
り
地
域
格
差
が

生
じ
な
い
為
に
も
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

問
　
中
学
校
給
食
費
を
無
償

化
し
た
場
合
、
年
間
ど
の

程
度
の
予
算
が
必
要
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
か
伺
い
ま
す
。

教育総務
課長

　
令
和
8
年
度
の
中
学
校

生
徒
数
が
1
7
5
人
で
あ

り
、
約
9
3
0
万
円
の

財
源
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
に
加

え
物
価
高
騰
分
や
プ
レ
ミ
ア
ム
給

食
な
ど
の
町
負
担
金
が
約
3
0
0

万
円
あ
り
給
食
全
体
の
公
費
実
負

担
は
、
年
間
約
1
2
0
0
万
円
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
中
学
校
給
食
費
無
償
化

に
必
要
な
予
算
は
、
町
民

1
人
当
た
り
約
1
4
0
0
円
の

規
模
で
あ
る
が
、
無
償
化
は
実
現

可
能
で
あ
る
か
伺
う
。

教育総務
課長

　
町
で
は
様
々
な
子
育
て

支
援
や
教
育
支
援
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
優
先
順
位

を
つ
け
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。
ま

た
中
学
校
給
食
費
月
額
4
8
4
0

円
は
県
内
で
比
較
し
て
も
低
廉
な

水
準
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

経
費
の
差
額
を
町
が
負
担
し
て
お

り
、
実
質
的
に
は
一
部
無
償
化
が

進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。
国
に
お

い
て
無
償
化
の
方
向
性
が
示
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し

た
い
考
え
で
い
る
。

意見

4
月
か
ら
小
学
校
給
食

費
は
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

無
償
化
に
あ
た
っ
て
、
地
産
地
消

の
推
進
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
安
全

で
美
味
し
い
給
食
の
維
持
が
大
切

で
あ
る
。
国
は
中
学
校
の
給
食
費

無
償
化
は
「
早
期
に
実
施
」
と
し

て
い
る
が
、
自
治
体
の
判
断
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
子
育
て
支

援
の
更
な
る
充
実
、
子
育
て
し
や

す
い
町
を
築
い
て
い
く
た
め
に
も

中
学
校
給
食
費
無
償
化
に
向
け
た

前
向
き
な
検
討
を
求
め
る
。

松
まつ

下
した

  哲
てつ　や

也  議員

❶
小
学
校
給
食
費
が

実
質
無
償
化
さ
れ

る
中
︑中
学
校
給
食

費
も
無
償
化
に
向
け

検
討
を
進
め
て
頂
き

た
い
︒

答
中
学
校
給
食
費
無
償
化

は
国
の
方
向
性
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

映像はこちら
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質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。 あ な た の 声 を 町 政 に

問
　
保
育
士
の
離
職
率
の
高

さ
が
全
国
的
に
も
深
刻
化

し
て
い
る
中
で
、
現
在
の
美
浜
町

の
保
育
士
の
充
足
状
況
や
、
離
職

の
状
況
に
つ
い
て
町
と
し
て
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

こども 
未来課長

　
現
在
、
町
内
3
つ
の
保

育
園
を
運
営
す
る
に
は
50

人
の
保
育
士
が
必
要
だ

が
、
正
規
職
員
は
27
人
で
、
不
足

分
を
会
計
年
度
職
員
で
補
っ
て
い

る
。
近
年
は
退
職
者
が
採
用
者
を

上
回
っ
て
お
り
、
新
年
度
の
正
規

採
用
試
験
に
も
応
募
が
な
か
っ
た

保
育
士
の
高
齢
化
も
進
ん
で
お

り
、
今
後
さ
ら
に
人
材
確
保
が
厳

し
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

問
　
給
与
や
、
業
務
負
担
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

こども 
未来課長

　
給
与
は
国
の
基
準
に
準

じ
て
お
り
近
隣
市
町
と
ほ

ぼ
同
水
準
で
あ
る
。
ま
た

I
C
T
導
入
や
お
む
つ
持
ち
帰

り
ゼ
ロ
、
子
育
て
支
援
員
の
配
置

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

清
掃
業
務
委
託
な
ど
、
業
務
負
担

軽
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

問
　
今
後
の
処
遇
改
善
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

こども 
未来課長

　
本
町
と
し
て
も
重
要
な

検
討
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
今
後
も
処
遇
改

善
や
業
務
効
率
化
を
継
続
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
広
報
活

動
や
町
内
で
の
保
育
士
を
目
指
す

若
者
へ
の
支
援
と
し
て
資
格
取
得

に
向
け
た
助
成
制
度
の
拡
充
を
検

討
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
町

に
お
け
る
人
材
不
足
の
問
題
に
総

合
的
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。意見

　
現
在
の
給
与
水
準
が
現

状
に
見
合
っ
て
い
る
と
は

言
い
難
く
、
人
材
確
保
の
面
か
ら

も
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

処
遇
改
善
は
単
な
る
待
遇
の
問
題

で
は
な
く
子
ど
も
と
現
場
を
守
る

た
め
の
投
資
と
考
え
、
今
後
も
改

善
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

❷�

保
育
園
の
民
営
化

に
つ
い
て

問
　
公
立
3
園
の
う
ち
1
園

の
民
営
化
を
検
討
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
背
景
と

目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

こども 
未来課長

　
少
子
化
や
人
材
確
保
の

難
し
さ
を
背
景
に
、
将
来

を
見
据
え
た
保
育
園
の
あ

り
方
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い

る
。問

　
保
護
者
や
保
育
士
の
意

見
は
ど
う
か
。

こども 
未来課長

　
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
説
明
会
、
保
育
士
と

の
面
談
を
行
い
、
意
見
を

集
め
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
は
子

ど
も
の
安
全
安
心
な
保
育
環
境
の

維
持
に
対
す
る
懸
念
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

問
　
民
営
化
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

こども 
未来課長

　
メ
リ
ッ
ト
に
は
民
間
な

ら
で
は
の
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
展
開
、
財
政
効
率
化
や

保
育
士
の
負
担
軽
減
へ
の
期
待
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

に
は
、
地
域
性
や
公
立
園
な
ら
で

は
の
安
定
感
が
薄
れ
る
可
能
性
、

独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
よ
る
追

加
費
用
の
可
能
性
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

問
　
現
在
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

に
は
大
変
満
足
し
て
い
る

と
の
声
も
多
く
あ
る
が
、
そ
の
後

も
保
育
の
質
は
守
ら
れ
る
の
か
。

こども 
未来課長

　
町
と
し
て
最
も
大
切
に

し
て
い
る
の
は
子
ど
も
た

ち
の
安
全
と
保
育
の
質
で

あ
り
、
仮
に
民
営
化
を
進
め
て
い

く
場
合
で
も
、
質
の
維
持
・
向
上

を
前
提
に
透
明
性
の
あ
る
方
法
で

検
討
し
て
い
く
。

意見
　
今
後
は
現
場
と
の
議
論

を
重
ね
、
切
実
な
声
を
反

映
さ
せ
な
が
ら
慎
重
か
つ
丁
寧
に

検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

❸�

保
育
士
が
無
理
な

く
安
心
し
て 

働
き

続
け
ら
れ
る
た
め

の
環
境 

整
備
に
つ

い
て

問
　
民
営
化
に
よ
っ
て
人
材

不
足
の
解
消
も
期
待
さ
れ

る
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
こ
の
ま

ま
退
職
超
過
が
続
け
ば
同
じ
問
題

は
再
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

人
材
確
保
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

こども 
未来課長

　
保
育
学
生
の
保
育
補
助

の
機
会
創
出
や
研
修
助

成
、
高
校
連
携
や
情
報
発

信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

問
　
新
た
な
人
材
の
確
保
に

つ
い
て
は
民
営
化
の
検
討

と
並
行
し
て
今
後
も
更
な
る
対
策

や
新
た
な
施
作
を
求
め
る
が
、

保
育
の
職
に
就
い
た
方
に
無
理
な

く
安
心
し
て
働
き
続
け
て
も
ら
う

た
め
の
環
境
作
り
に
つ
い
て
は
、

町
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
の
か
伺

う
。こども 

未来課長

　
若
手
か
ら
子
育
て
世
代
、

ベ
テ
ラ
ン
層
ま
で
幅
広
い

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、

I
C
T
の
更
な
る
活
用
や
補
助

員
の
活
用
等
に
よ
り
保
育
業
務
に

集
中
で
き
る
環
境
づ
く
り
、柔
軟

な
勤
務
制
度
の
検
討
等
を
進
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、地
域
全
体
で

保
育
を
支
え
ま
ち
全
体
で
次
世
代

を
育
む
意
識
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

意見
　
保
育
士
の
仕
事
は
子
ど

も
た
ち
の
命
と
未
来
を
預

か
る
尊
い
仕
事
で
あ
る
。
笑
顔
で

子
ど
も
と
向
き
合
う
そ
の
裏
で
、

常
に
安
全
に
気
を
配
り
、
多
く
の

業
務
を
抱
え
な
が
ら
1
日
を
無
事

に
終
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
町
の
保

育
士
と
し
て
、
心
に
ゆ
と
り
を
持

ち
長
く
継
続
し
て
働
け
る
環
境
こ

そ
が
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
に
も
繋
が
る
。
や
り
が
い
や
使

命
感
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

処
遇
改
善
と
無
理
の
な
い
働
き
方

が
で
き
る
環
境
整
備
を
強
く
願
う
。

❶�

美
浜
町
に
お
け
る

保
育
士
の
充
足
状

況
に
つ
い
て

足
あ

立
だち

 美
み

希
き

  議員

映像はこちら
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一 般 質 問一 般 質 問 一般質問はMMネットの行政チャンネルで翌日の
午後8時、翌々日は午後1時から放送されています。

問
　
人
口
減
少
で
給
水
量
が

減
少
し
て
い
る
。
設
備
更

新
時
に
は
管
径
や
ポ
ン
プ
容
量
の

最
適
化
が
電
力
削
減
に
も
つ
な
が

る
。
水
道
料
金
の
抑
制
に
は
国
の

補
助
金
活
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、

余
寿
命
管
理
や
防
災
拠
点
ル
ー
ト

の
優
先
化
な
ど
、
負
担
平
準
化
の

工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

上下水道
課長

　
令
和
8
年
度
に
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を

策
定
し
、
令
和
9
年
度
に

水
道
事
業
経
営
戦
略
を
改
定
す

る
。
こ
れ
ら
に
基
づ
き
更
新
・
維

持
管
理
を
進
め
、
コ
ス
ト
縮
減
と

負
担
の
平
準
化
を
図
る
。

意見
　
住
民
目
線
で
は
、
財
源

を
賢
く
大
切
に
使
っ
て
い

る
と
い
う
信
頼
が
不
可
欠
。
困
難

な
取
り
組
み
だ
が
、
生
活
基
盤
の

維
持
に
引
き
続
き
注
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問
　
一
度
外
部
化
す
る
と
長

期
に
わ
た
り
継
続
す
る
。

町
外
委
託
で
は
な
く
、
町
内
の
事

業
拡
大
や
創
業
支
援
、
技
術
移
転

な
ど
を
進
め
、
受
け
皿
と
な
る
事

業
者
の
体
制
整
備
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町長
　
緊
急
時
に
は
地
元
事
業

者
が
昼
夜
問
わ
ず
対
応
し

て
お
り
、
基
本
的
に
地
元

業
者
育
成
の
視
点
で
事
業
を
進
め

て
い
る
。
た
だ
し
、
施
設
規
模
等

か
ら
難
し
い
場
合
が
あ
る
こ
と
も

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

意見
　
若
者
が
戻
れ
る
仕
事
が

な
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

町
が
先
ん
じ
て
体
制
整
備
を
進

め
、
隣
接
町
か
ら
も
受
注
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

問
　
地
域
移
行
は
教
職
員
の

負
担
軽
減
が
出
発
点
で
あ

り
、
負
担
が
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
る

だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
支
援
が
必

要
。
今
後
想
定
す
る
課
題
や
継
続

的
な
体
制
整
備
や
充
実
化
を
ど
う

進
め
る
の
か
。

教育総務
課長

　
地
域
ク
ラ
ブ
が
継
続
で

き
る
よ
う
制
度
設
計
を
進

め
る
。
運
営
に
は
保
護
者

の
会
費
負
担
も
お
願
い
す
る
が
、

必
要
経
費
は
町
が
補
助
す
る
。
平

日
の
移
行
は
指
導
者
確
保
が
休
日

以
上
に
困
難
だ
が
、
健
全
育
成
や

放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
の
観
点

か
ら
も
全
庁
的
に
取
り
組
み
、
子

ど
も
た
ち
の
活
動
の
選
択
肢
拡
大

を
図
る
。

意見
　
課
題
が
生
じ
た
際
は
丁

寧
な
フ
ォ
ロ
ー
と
迅
速
な

改
善
を
お
願
い
し
た
い
。ダ
ン
ス・

軽
音
楽
な
ど
の
展
開
や
放
課
後
教

室
サ
ン
と
の
連
携
で
、
多
様
で
魅

力
あ
る
部
活
動
と
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

問
　
高
齢
者
の
社
会
参
加
を

促
す
こ
と
が
、
元
気
に
年

を
重
ね
て
い
た
だ
く
上
で
と
て
も

重
要
。
参
加
し
や
す
い
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
工
夫
や
、
口
コ
ミ
に
よ
る

連
絡
網
的
な
仕
組
み
づ
く
り
を
ど

う
進
め
る
の
か
。

生涯学習
推進課長

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

会
員
は
5
年
間
で
約
4
割

減
少
し
て
い
る
。
学
習
機

会
を
充
実
さ
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
を
促
す
。
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
希
薄
化
し
て
お
り
、
な
び
あ
す

学
園
の
会
員
や
地
域
の
口
コ
ミ
で

広
く
周
知
し
、
多
く
の
参
加
を
促

し
た
い
。

問
　
電
子
図
書
館
は
全
国

で
約
3
割
が
導
入
し
て

い
る
。
住
民
ニ
ー
ズ
、メ
リ
ッ
ト・

デ
メ
リ
ッ
ト
、
費
用
対
効
果
、
導

入
可
能
性
を
こ
れ
ま
で
ど
う
検

討
し
て
き
た
の
か
。

生涯学習
推進課長

　
初
期
投
資
や
更
新
費
用

が
大
き
く
、財
政
負
担
の

観
点
か
ら
慎
重
な
判
断
が

必
要
。一
方
、来
館
困
難
者
支
援
、

文
字
拡
大
・
音
声
読
み
上
げ
な
ど

の
利
便
性
、蔵
書
点
検
の
負
担
軽

減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
来

年
度
の
プ
ラ
ン
改
定
に
合
わ
せ
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
町
民
の
声
を
把

握
す
る
予
定
で
あ
る
が
、ま
ず
は

情
報
収
集
と
課
題
整
理
を
進
め
る
。

意見
　
県
の
電
子
図
書
館
が

先
行
し
て
お
り
、
こ
の

普
及
促
進
と
合
わ
せ
て
、
町
独

自
の
さ
ら
に
魅
力
あ
る
図
書
館

施
策
の
推
進
を
期
待
し
ま
す
。

上
うえ

村
むら

 康
やす

郎
ろう

  議員

❷�

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が

縮
小
す
る
中
、高
齢
者

の
社
会
参
加
を
促
す

生
涯
学
習
を
ど
う
振

興
す
る
の
か
。

答�

多
様
な
学
習
機
会
を
充
実

さ
せ
、新
た
な
仲
間
づ
く
り

を
促
す
。な
び
あ
す
学
園
の

会
員
や
地
域
の
口
コ
ミ
を

通
じ
、参
加
を
広
く
呼
び
か

け
る
。

❸�

電
子
図
書
館
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
か
。

答�

来
年
度
の「
生
涯
学
習
推
進

プ
ラ
ン
」改
定
に
合
わ
せ
、町

民
の
意
見
を
把
握
す
る
予
定

で
あ
る
。

❷�

直
営
作
業
の
委
託
化
に
つ

い
て
、緊
急
時
の
即
応
性

な
ど
の
観
点
か
ら
町
内

事
業
者
を
活
用
す
べ
き
。

答�

今
後
も
町
内
事
業
者
と
の
連

携
を
強
化
し
、水
道
用
水
の

安
全
供
給
に
努
め
る
。

❶�

多
額
の
財
源
を
要
す
る

老
朽
化
対
策
や
耐
震
化

の
コ
ス
ト
抑
制
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

答�

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

を
策
定
し
、適
時・的
確
な
更

新・維
持
管
理
を
行
う
こ
と
で
、

コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
。

「
美
浜
町
上
水
道
ビ
ジョン
」

に
つ
い
て

❶�

中
学
校
部
活
動
の
休
日

地
域
移
行
の
初
年
度
と

し
て
想
定
す
る
課
題
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答�

地
域
ク
ラ
ブ
支
援
の
制
度
設

計
を
進
め
る
。大
き
な
課
題

で
あ
る
平
日
の
移
行
に
向
け
、

広
域
連
携
の
可
能
性
も
検
討

し
、子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢

を
広
げ
て
い
く
。

「
美
浜
町
教
育
振
興
基
本

計
画
」に
つ
い
て

映像はこちら
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質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。 あ な た の 声 を 町 政 に

問
　
農
業
は
地
域
の
基
幹
産
業

と
し
て
多
面
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
が
進
む
中
で
、
そ
の
維
持
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
基
本

計
画
に
基
づ
く
町
の
現
状
認
識
と
担

い
手
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

町長
　
農
業
は
食
料
の
安
定
供
給

だ
け
で
な
く
、
自
然
環
境
や

農
村
景
観
の
維
持
、
防
災
、

水
資
源
の
保
全
な
ど
、
多
面
的
な
機

能
を
持
つ
町
の
基
盤
で
す
。
こ
う
し

た
重
要
性
を
踏
ま
え
、
第
3
次
農
業

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
施
策
を
計
画
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
特
に
人
材
育
成
拠
点
施
設

の
整
備
や
、
施
設
園
芸
へ
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
結
果
、
こ
の
6
年
間
で

新
た
に
8
名
が
就
農
し
、
園
芸
分
野

を
中
心
に
生
産
体
制
の
強
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
水
田
単
作
中
心
か
ら
複

合
農
業
へ
の
転
換
も
進
み
つ
つ
あ

り
、
今
後
も
持
続
可
能
な
農
業
の
確

立
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

産業政策
課長

　
一
方
で
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
労
働
力
不
足
は
依

然
と
し
て
大
き
な
課
題
で

す
。
新
規
就
農
者
の
確
保
は
進
ん
で

い
る
も
の
の
、
認
定
農
業
者
の
減
少

が
続
い
て
お
り
、
全
体
と
し
て
担
い

手
は
不
足
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

今
後
は
専
業
農
家
だ
け
で
な
く
、
兼

業
農
家
や
半
農
半
X
と
い
っ
た
多
様

な
関
わ
り
方
を
含
め
た
人
材
確
保
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
業
人
材

育
成
拠
点
施
設
の
機
能
強
化
に
加

え
、
県
の
園
芸
カ
レ
ッ
ジ
と
の
連
携

に
よ
り
、
就
農
希
望
者
の
育
成
か
ら

地
域
定
着
ま
で
を
一
体
的
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

問
　
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
は
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、就
農
ま
で
の
環
境
や
初
期
投
資

の
負
担
が
課
題
と
考
え
ま
す
。新
規

就
農
者
を
増
や
す
た
め
の
具
体
的
な

支
援
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

産業政策
課長

　
町
で
は
農
業
基
本
計
画
に

基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

よ
り
、
新
規
就
農
者
に
対
す

る
支
援
を
体
系
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
施
設
や
農
業
機
械
の

整
備
に
対
す
る
補
助
、
就
農
初
期
の

収
入
を
支
え
る
給
付
金
制
度
を
実
施

し
て
お
り
、
国
の
制
度
に
町
独
自
の

上
乗
せ
支
援
を
加
え
る
こ
と
で
、
経

営
の
立
ち
上
げ
を
後
押
し
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
経
営
継
承
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
の
支
援
や
、
農
業
機
械
の

更
新
・
導
入
支
援
、
さ
ら
に
は
販
路

開
拓
や
商
品
開
発
と
い
っ
た
経
営
面

の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
単
に
就

農
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
就
農
後
に

安
定
し
た
経
営
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
段
階
的
か
つ
継
続
的
な
支
援
体

制
を
整
え
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

問
　
園
芸
作
物
の
振
興
が
進
む

中
、
今
後
は
販
売
力
や
付
加

価
値
の
向
上
が
重
要
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
農
業
所
得
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
の
方
向
性
は
。

産業連携
統括幹

　
農
業
を
持
続
的
に
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、
生
産
だ
け

で
な
く
消
費
を
意
識
し
た
取

り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。「
作
っ
た

も
の
が
売
れ
る
」
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
観
光
政
策

と
の
連
携
や
地
域
資
源
の
活
用
に

よ
っ
て
需
要
を
喚
起
し
て
い
く
考
え

で
す
。町
外
へ
の
販
路
拡
大
も
含
め
、

農
産
物
の
魅
力
を
直
接
消
費
者
に
届

け
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
付
加
価

値
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

産業政策
課長

こ
れ
ま
で
施
設
園
芸
の
推
進

に
よ
り
、
園
芸
作
物
の
販
売

額
は
約
10
倍
に
増
加
す
る
な

ど
成
果
が
出
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ

の
基
盤
を
さ
ら
に
強
化
し
、
人
材
育

成
と
生
産
拡
大
を
進
め
る
と
と
も

に
、
販
売
面
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。
特
に
園
芸
カ
レ
ッ
ジ
と
の
連
携

に
よ
る
人
材
確
保
や
技
術
力
向
上
を

通
じ
て
、
安
定
し
た
生
産
と
収
益
確

保
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

問
　
農
産
物
の
単
価
向
上
に
は

ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
拡
大
が

重
要
で
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
ま
す
か
。

産業政策
課長

　
町
で
は
レ
モ
ン
や
く
ぼ
丸

ナ
ス
な
ど
の
特
産
品
に
つ
い

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
レ
モ
ン

に
つ
い
て
は
植
栽
拡
大
と
加
工
品
開

発
が
進
み
、
産
地
化
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
の

活
用
や
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
町

外
へ
の
販
路
拡
大
も
進
ん
で
い
ま

す
。
今
後
は
地
産
地
消
を
基
本
と
し

な
が
ら
、
都
市
部
へ
の
発
信
や
観
光

と
の
連
携
を
強
化
し
、
美
浜
町
の
農

産
物
の
認
知
度
と
価
値
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

問
　
農
業
を
持
続
可
能
な
産
業

と
す
る
た
め
、
所
得
向
上
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

産業政策
課長

農
業
所
得
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
よ

り
販
売
額
の
増
加
な
ど
一
定

の
成
果
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
さ
ら
な

る
向
上
に
は
経
営
規
模
の
拡
大
と
作

業
の
効
率
化
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
よ
る

省
力
化
や
、
大
規
模
経
営
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
計
画
で
は
、

主
た
る
従
事
者
1
人
当
た
り

4
0
0
～
5
0
0
万
円
の
所
得
を

目
標
と
し
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
引
き
続
き
支
援
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

問
　
農
地
の
維
持
・
保
全
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
か
。

産業政策
課長

農
地
は
生
産
の
場
で
あ
る
と

同
時
に
、
景
観
や
防
災
機
能

を
支
え
る
重
要
な
資
源
で

す
。
町
で
は
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
や
多
面
的
機
能
支
払
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
農
地
を
守
る
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
機

械
の
導
入
支
援
や
草
刈
り
作
業
の
負

担
軽
減
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
農
業

者
の
労
力
軽
減
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

通
じ
て
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と

担
い
手
へ
の
集
積
を
進
め
、
農
地
の

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
　
農
業
基
本
計
画
を
踏
ま

え
、
10
年
後
の
農
業
の
姿
を

ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
ま
す
か
。

産業政策
課長

町
で
は「
生
き
が
い
づ
く
り
・

む
ら
づ
く
り
農
業
」
と
「
強

い
農
業
・
儲
け
る
農
業
」
の

両
立
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
行
政
が
連
携
し
、
農
地
や
景

観
を
守
り
な
が
ら
、
園
芸
を
中
心
と

し
た
複
合
農
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
農
業
と
地
域
社
会

の
維
持
を
目
指
し
ま
す
。
農
業
を
地

域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

まとめ

　
農
業
基
本
計
画
を
軸
に
、

美
浜
町
農
業
の
現
状
と
将
来

像
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
担
い
手
不
足
や
収
益
性
の
課
題
に

対
応
し
な
が
ら
、
地
域
を
守
り
つ
つ

稼
げ
る
農
業
へ
転
換
し
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
テ
ー
マ
で

す
。

福
ふく

田
だ

  新
しん

八
や

  議員

農
業
基
本
計
画
を
も
と
に

問
う
　

こ
れ
か
ら
の
美
浜
町
農
業

町
の
農
業
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な

る
の
か
。

担
い
手
不
足
や
収
益
性
の
課
題

に
対
し
、計
画
に
基
づ
く
取
り

組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

映像はこちら
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4川畑 恵美（1期）
宮代・参道入り口に建つ
鳥居近辺を舞う蛍が神秘的

44川畑 恵美川畑 恵美川畑 恵美川畑 恵美（1期）（1期）
宮代・参道入り口に建つ宮代・参道入り口に建つ宮代・参道入り口に建つ
鳥居近辺を舞う蛍が神秘的鳥居近辺を舞う蛍が神秘的鳥居近辺を舞う蛍が神秘的

 かわ ばた めぐ み

3松下 哲也（1期）（1期）（1期）
宮代・参道入り口に建つ宮代・参道入り口に建つ
鳥居近辺を舞う蛍が神秘的鳥居近辺を舞う蛍が神秘的

久々子海岸から望む水平線
3333松下 哲也（1期）

久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線久々子海岸から望む水平線

 まつ した てつ や

6上村 康郎（1期）
ぽつんと平地に佇む洪水山の姿
66上村 康郎上村 康郎（1期）（1期）

ぽつんと平地に佇む洪水山の姿ぽつんと平地に佇む洪水山の姿ぽつんと平地に佇む洪水山の姿ぽつんと平地に佇む洪水山の姿

 うえ むら やす ろう

5田辺 文宏（1期） 44
宮代・参道入り口に建つ宮代・参道入り口に建つ宮代・参道入り口に建つ宮代・参道入り口に建つ
鳥居近辺を舞う蛍が神秘的鳥居近辺を舞う蛍が神秘的

（1期）
ぽつんと平地に佇む洪水山の姿ぽつんと平地に佇む洪水山の姿 耳川橋の上から見る

耳川と天王山

55田辺 文宏（1期）
耳川橋の上から見る耳川橋の上から見る
耳川と天王山

 た なべ ふみ ひろ

鳥居近辺を舞う蛍が神秘的鳥居近辺を舞う蛍が神秘的鳥居近辺を舞う蛍が神秘的鳥居近辺を舞う蛍が神秘的鳥居近辺を舞う蛍が神秘的

8町野 久幸（1期）
佐田交差点からの景色
88町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸町野 久幸（1期）（1期）
佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色

 まち の ひさ ゆき

7藤田 憲弘（1期）
佐田海岸の夕日

7777藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘藤田 憲弘（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）
佐田海岸の夕日佐田海岸の夕日佐田海岸の夕日佐田海岸の夕日佐田海岸の夕日佐田海岸の夕日佐田海岸の夕日佐田海岸の夕日佐田海岸の夕日佐田海岸の夕日佐田海岸の夕日佐田海岸の夕日

 ふじ た のり ひろ

10兼田 和雄（2期）
国吉城連郭式曲輪群
2郭よりの若狭湾の眺め

10101010兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄兼田 和雄（2期）（2期）（2期）（2期）
国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群国吉城連郭式曲輪群
2郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め

 かね だ かず お

耳川と天王山

9幸𠀋 佑馬（2期） 88
佐田交差点からの景色佐田交差点からの景色

（2期）

郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め
家族で畑仕事をしている光景
9999999999幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬幸𠀋 佑馬（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）（2期）

家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景家族で畑仕事をしている光景

 こう じょう ゆう ま

12梅津 隆久（4期）
水晶浜から見た夕日が
水平線に沈む瞬間の風景

1212梅津 隆久梅津 隆久梅津 隆久梅津 隆久梅津 隆久（4期）
水晶浜から見た夕日が水晶浜から見た夕日が
水平線に沈む瞬間の風景水平線に沈む瞬間の風景水平線に沈む瞬間の風景水平線に沈む瞬間の風景水平線に沈む瞬間の風景

 うめ づ たか ひさ

11中牟田 春子（2期）

水平線に沈む瞬間の風景
レインボーライン山頂公園
から望む三方五湖

1111中牟田 春子中牟田 春子（2期）（2期）
レインボーライン山頂公園レインボーライン山頂公園レインボーライン山頂公園レインボーライン山頂公園
から望む三方五湖から望む三方五湖から望む三方五湖から望む三方五湖

 なか む た はる こ

郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め郭よりの若狭湾の眺め

14竹仲 良廣（7期）
レインボーライン山頂から
望む梅丈岳の山桜

14竹仲 良廣竹仲 良廣（7期）
レインボーライン山頂からレインボーライン山頂から
望む梅丈岳の山桜望む梅丈岳の山桜

 たけ なか よし ひろ

13﨑元 良栄（6期）

水平線に沈む瞬間の風景水平線に沈む瞬間の風景水平線に沈む瞬間の風景
レインボーライン山頂から 小倉山山頂公園からの景色

1313﨑元 良栄﨑元 良栄﨑元 良栄﨑元 良栄（6期）
小倉山山頂公園からの景色小倉山山頂公園からの景色小倉山山頂公園からの景色小倉山山頂公園からの景色小倉山山頂公園からの景色小倉山山頂公園からの景色小倉山山頂公園からの景色小倉山山頂公園からの景色小倉山山頂公園からの景色

 さき もと りょう えい

はまびよりの屋上から見る
若狭湾と田園風景

2福田 新八（1期）
はまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見る
若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景若狭湾と田園風景

222福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八福田 新八（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）
 ふく だ しん や

1足立 美希（1期）
はまびよりの屋上から見るはまびよりの屋上から見る 耳川の上流と新庄の水路

1111足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希足立 美希（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）（1期）
耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路耳川の上流と新庄の水路

 あ だち み き

第19期 議員紹介

好きな美浜の風景は？

第第199期期期期 議員紹介 議員紹介 議員紹介 議員紹介 議員紹介 議員紹介 議員紹介 議員紹介 議員紹介 議員紹介

好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？好きな美浜の風景は？
議員さんに質問です!議員さんに質問で !

第19期
よろしく

お願い
します!
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編
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2
0
2
6
年
3
月
、
第
19
期
美
浜

町
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町

民
の
皆
様
の
熱
意
を
受
け
、
8
人
の

新
人
を
迎
え
た
14
人
の
新
た
な
顔
ぶ

れ
で
町
政
に
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
期
か
ら
は
議
員
報
酬
の
引
き

上
げ
や
政
務
活
動
費
の
交
付
が
施
行

さ
れ
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
責
任
の

重
さ
、
そ
し
て
町
政
へ
の
期
待
の
高

ま
り
を
肌
で
感
じ
て
お
り
ま
す
。
議

会
広
報
委
員
会
も
、
幅
広
い
世
代
が

揃
っ
た
新
体
制
と
な
り
ま
す
。
本
号

よ
り
、
町
政
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
民
目
線
で
分

か
り
や
す
い
誌
面
づ
く
り
を
心
掛
け

て
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（

川
畑
　記
）
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